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研究成果をどのように活用し、どのような貢献ができるか
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これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

どのような研究をなぜ行っているか

数学教育講座 伊藤 直治 教授

私の研究分野は、応用数学です。応用数学とは、社会や他の学問分野などの異なる分野に数理的手
法を応用し、研究する分野の総称です。数学は、他の学問と同様に、現実の世界・社会の問題を解決
するために発展してきた学問ですが、新たに数学の世界を作り、理想化・抽象化された概念のもとで
議論をします。この理想化された数学の世界は抽象的であるため、一見、現実世界と遠く離れている
ように感じられることもありますが、実際には現実の世界のものごとの性質を的確に捉えていて、現
実世界の問題の解決に応用されています。
私は、数学と他の分野との境界領域に興味があり、特に、情報科学やシステム制御理論とその周辺

について考察し、現実の現象を表す数理モデルを記述する微分・差分方程式に係わる研究などをして
います。最近は、古典的なランダムウォークの量子版とされる量子ウォークにも興味をもって研究し
ています。Fig.1は自己ループ付きの完全グラフですが、このようなグラフ上の量子ウォークの周期
性などを調べています。

私の研究は、対象となる分野への応用が背景にあり、その分野の発展に寄与するものですが、得
られた数学的な理論は、他の様々な分野にも応用できる可能性があります。
また、これまでの理数教育に係る経験から、数学の応用に係わる内容の学校教員向けの講演や小

中高校生向けの授業・サイエンスセミナーの実施など、初等中等教育の現場に貢献することができ
ます。
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